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なお法務省は 2018年 12月 25日に、「外国人材の受入れ・共生のための総合的対応策」を
公表した。これは、本論文の第一章で考察された過去の多文化共生関連文書の内容を発展さ
せたものである。その内容は、本論文において示された多文化共生言説の問題点をそのまま
引き継いでしまっている。執筆時期との兼ね合いで、この文書に関する分析は行われていな
いが、このことも山本君の本論文での分析の確かさを証明している。 
 ただし本論文の価値は、多文化共生言説の批判的考察に留まるものではない。こうした問
題性を乗り越える新たな多文化共生理念のあり方を、日系ブラジル人第二世代の若者の視
点から描き出している。第二世代の若者は居住コミュニティ、宗教コミュニティやトランス
ナショナルなネットワークを通じて、自らのハイブリディティの主体的に意味づけようと
している。さらに、日本政府が強調する「グローバル人材」の言説を戦略的に活用して社会
的上昇を果たそうとする者が一部に出現している。山本君は、こうした彼・彼女らの取り組
みをエンパワーメントしていく制度が必要であることを指摘している。 
 第五章において、有名大学に進学した日系ブラジル人第二世代の若者に焦点を当て、まと
まった数の聞き取り調査を行っている点も特徴的である。山本君も述べているように、日系
ブラジル人の若者の高校進学率は依然として低く、ましてや大学進学者の数は少ない。とり
わけ、スーパーグローバル大学事業に採択される水準の大学に進学する者は極めて少数で
あり、そうした人々に注目した研究もほとんどない。その意味で、この章での分析は先駆的
な試みとして大いに評価できる。もちろん、山本君も本章での分析をもって在日日系ブラジ
ル人第二世代全体の学力達成が向上していると主張しているわけではない。特定の成功事
例を過度に強調することの問題性についても山本君は十分認識しており、日系ブラジル人
の親たちのあいだに広がる、子どもをとにかく大学に進学させようとする風潮に対して一
 9 
定の距離を置いた考察を行っている。 
 ところで本論文で考察された、パターナリズムや同化主義が学校現場において移民の若
者にもたらすネガティブな影響の事例は、白豪主義・同化政策から多文化主義政策に移行し
て間もないオーストラリア社会においても観察されたものであった。その意味で、本研究は
国内の視点に限定されがちな日本の多文化共生に関する社会学的研究を、国際比較へと拓
いていく可能性をもっている。本論文自体では国際比較は行われていないが、公開審査の際
に、山本君も今後の研究の方向性として国際比較調査の計画に言及しており、今後の研究の
展開に期待したい。 
このように、本論文は質的調査による実証研究としても、その理論的な含意のうえでも、
大いに評価できるものである。しかし、本論文には次のような問題点や課題も見出せる。ま
ず、機縁法によって調査対象者を選定しているが、この手法が不可避にもたらす対象者の偏
りに留意し、分析をさらに工夫するべきであった。また調査地は日本で有数の日系ブラジル
人エスニック・コミュニティであると同時に、グローバル企業であるトヨタの企業城下町で
もある。後者の観点から、調査で得られた知見をどう敷衍しうるか、さらに丁寧な論述がほ
しかった。そして、本論文の中心的な課題のひとつである「ハイブリディティ」概念は、必
ずしも切れ味がよい分析枠組みとなっていない。在日日系ブラジル人自体が多様化してい
くなかで、その第二世代のハイブリディティとはいかなるものか、より一層踏み込んだ定式
化と分析が可能であっただろう。また第四章のエスニック・コミュニティとトランスナショ
ナル・ネットワークの分析は、その他の章と関連するものの、やや異なった主題を扱ってお
り、論文全体に円滑に組み込むための構成上の工夫がもう少しできたかもしれない。 
 ところで、本論文は、「日本人」と「外国人」の二項対立を内包した多文化共生言説が今
日の日本社会で再生産され続けていることを示した。それに関連して、近年の外国人住民支
援において日本語教育が重視される一方、母語・母文化教育の保障の取り組みが大幅に遅れ
ているはなぜなのか。これは重要な論点であり、今後の課題である。同様に、多文化共生言
説に内包される同化主義の評価についても、社会に適応するための日本語習得をどのよう
に評価するか、議論を深める必要があるだろう。 
  
４．結論 
 本論文は現在日本における日系ブラジル人第二世代の若者の直面する現実に、日本有数
の外国人集住地域での綿密な調査から接近し、多文化共生言説のもつ問題性を批判的に検
証した労作である。そして、そうした問題性を乗り越える方向性を模索したという点で、実
践的な意義も兼ね備えている。そうした実証的・理論的・実践的な意義は大いに評価できる
が、実証的な緻密さと理論的な鋭さの両立という困難な目標に挑戦したがゆえに、細部にお
ける課題も見られることは確かである。しかし、それらは本論文が高い目標を掲げ、そこに
ある程度到達したからこそ生じたものであり、本論文で示された山本君の研究者としての
力量をもってすれば、近い将来に十分に乗り越えることができると考えられる。 
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大学院進学以後に経験した二度の出産を含め、三児の養育をし、なおかつ、複数の大学で
の非常勤講師をしっかりと務めながら、これだけ高水準の博士論文を課程博士の期間内に
完成させることができたのは、山本君の研究者・フィールドワーカーとしての能力の高さだ
けではなく、その意思の強さ、自己管理能力の確かさの証である。公開審査ではプレゼンテ
ーション能力の高さも示され、副査や傍聴者からの厳しい質問に的確に応答し、今後の研究
計画についての意欲的な展望も伺えた。本論文の提出をひとつのステップに、山本君は日本
の社会学・移民研究を担う若手研究者として、順調に成長していくであろう。 
結論として審査者一同は、山本直子君が提出したこの論文が、博士（社会学・慶應義塾大
学）の学位を授与されるのにふさわしいと評価し、ここに報告する次第である。 
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